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＊当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型／国内／株式／インデックス型
信 託 期 間 2016年6月14日から2026年9月7日まで

運 用 方 針

この投資信託は、UBS MSCIジャパン高配当利回りイ
ンデックス・マザーファンド（以下「マザーファン
ド」といいます。）受益証券への投資を通じて、
「MSCIジャパン高配当利回り指数」※に連動する投資
成果を目指して運用を行います。
※MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファン

ド（年2回決算型）に関して、MSCIはスポンサーで
はなく、またその保証ないし販売促進もしておら
ず、さらに、それらファンドの責任を負うものでは
ありません。

主要運用対象
ベビーファンド

UBS MSCIジャパン高配当利回りイン
デックス・マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。

マザーファンド
わが国の金融商品取引所に上場している
株式を主要投資対象とします。

組 入 制 限

ベビーファンド

①株式への実質投資割合には、制限を設
けません。

②投資信託証券（マザーファンド受益証
券および上場投資信託証券を除きま
す。）への実質投資割合は、信託財産
の純資産総額の5％以内とします。

③外貨建資産への実質投資は行いません。
④デリバティブ取引の利用はヘッジ目的
に限定します。

マザーファンド

①株式への投資割合には、制限を設けま
せん。

②投資信託証券（上場投資信託を除きま
す。）への投資割合は、信託財産の純
資産総額の5％以内とします。

③外貨建資産への投資は行いません。
④デリバティブ取引の利用はヘッジ目的
に限定します。

分 配 方 針

毎決算時（原則として毎年3月5日および9月5日。ただ
し、休業日の場合は翌営業日とします。）に、原則と
して以下の方針に基づき分配を行います。
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた
配当等収益（マザーファンドの信託財産に属する配
当等収益のうち信託財産に属するとみなした額（以
下「みなし配当等収益」といいます。）を含みま
す。）および売買益（評価益を含み、みなし配当等
収益を控除して得た額をいいます。）等の全額とし
ます。

②収益分配金額は、上記①の分配対象額の範囲内で、
市況動向等を勘案して委託者が決定します。ただ
し、委託会社の判断で、分配を行わないことがあり
ます。

③収益の分配にあてなかった利益については、運用の基
本方針に基づいて元本部分と同一の運用を行います。

MSCIジャパン高配当利回り
インデックス･ファンド
(年2回決算型)

第４期　運用報告書（全体版）

決算日　2018年3月5日

受益者のみなさまへ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し

上げます。

　さて、「MSCIジャパン高配当利回りイ

ンデックス・ファンド（年2回決算型）」

は、去る3月5日に第4期の決算を行いまし

たので、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、

お願い申し上げます。
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1－　　－

MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファンド（年2回決算型）

＊設定以来の運用実績＊

決 算 期
基準価額
(分配落)

ベ ン チ マ ー ク
ＭＳＣＩジャパン
高配当利回り指数

株式組入
比 率

株式先物
比 率

純 資 産
総 額

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
2016年6月14日 10,000 － － 10,000 － － － 100

１期（2016年9月5日） 10,878 0 8.8 10,862 8.6 99.3 － 136

２期（2017年3月6日） 12,453 0 14.5 12,579 15.8 99.4 － 265

３期（2017年9月5日） 12,699 0 2.0 12,926 2.8 99.5 － 506

４期（2018年3月5日） 13,411 0 5.6 13,721 6.2 98.9 － 603

（注1）基準価額および分配金は1万口当たりです。

（注2）設定日の基準価額は、設定時の価額です。

（注3）設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。

（注4）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。

（注5）株式先物比率は買建比率－売建比率。

（注6）ＭＳＣＩジャパン高配当利回り指数は設定日を10,000として指数化。

＊当期中の基準価額等の推移＊

年 月 日
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク

ＭＳＣＩジャパン
高配当利回り指数

株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率騰 落 率 騰 落 率

(期　　　首) 円 ％ ％ ％ ％
2017年 9月5日 12,699 － 12,926 － 99.5 －

9月末 13,461 6.0 13,708 6.1 98.2 －

10月末 14,133 11.3 14,414 11.5 98.2 －

11月末 14,268 12.4 14,526 12.4 98.6 －

12月末 14,461 13.9 14,742 14.1 99.3 －

2018年 1月末 14,578 14.8 14,874 15.1 99.0 －

2月末 13,896 9.4 14,221 10.0 99.5 －

(期　　　末)
2018年 3月5日 13,411 5.6 13,721 6.2 98.9 －

（注1）基準価額は1万口当たりです。

（注2）騰落率は期首比です。

（注3）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。

（注4）株式先物比率は買建比率－売建比率。

（注5）ＭＳＣＩジャパン高配当利回り指数は設定日を10,000として指数化。
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MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファンド（年2回決算型）

＊当期の運用状況＊

※ベンチマークは、期首の値を基準価額と同一となるように指数化しています。

■基準価額は期首比で712円値上がりしました。なお、基準価額の騰落率は＋5.6％となりました。

投資環境について
■当期の日本株式市場は上昇しました。期初より、内外での堅調な企業業績や景気動向、衆議院選挙を受けた

政治の安定などがプラス材料となり、米国株式の史上最高値更新の動きに沿う形で、日本株式市場も高値を

更新しました。期の終盤、欧米長期金利の上昇をきっかけに各国で株価が急落したことに加え、円高の進行

などもマイナス材料となり、日本株式は期初からの上げ幅を縮小しました。

運用経過
＜ポートフォリオについて＞

■当ファンドは、UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド（以下「マザーファンド」

といいます。）受益証券への投資を通じて、MSCIジャパン高配当利回り指数に連動する投資成果を目標に

運用を行いました。マザーファンドにおいては、当該指数との連動性や運用の効率性等を高めるため、独自

のシステムを活用して、各組入銘柄の比率の調整およびリスク管理を行いました。なお、期中の株式組入比

率は可能な限り高位を維持しました。その結果、期末時点でのマザーファンドのポートフォリオの状況は以

下の通りです。

2017/9/5 3/5
(年/月/日)

(円)

11,000

12,000

15,000

14,000

13,000

16,000

12/511/610/5 2018/1/5 2/5

ベンチマーク

基準価額

＜当期の基準価額等の推移＞
（2017年9月5日から2018年3月5日）
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3－　　－

MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファンド（年2回決算型）

■組入上位10銘柄（銘柄数合計：34銘柄）

銘柄名 業　種 構成比

1 第一三共 ヘルスケア 5.5％

2 伊藤忠商事 資本財・サービス 5.4％

3 日産自動車 一般消費財・サービス 5.4％

4 小松製作所 資本財・サービス 5.2％

5 トヨタ自動車 一般消費財・サービス 5.2％

6 ＳＵＢＡＲＵ 一般消費財・サービス 5.2％

7 本田技研工業 一般消費財・サービス 5.2％

8 ＮＴＴドコモ 電気通信サービス 5.1％

9 キヤノン 情報技術 4.8％

10 ブリヂストン 一般消費財・サービス 4.7％

＜基準価額の主な変動要因＞

■基準価額の主な上昇要因は、組入れていたマザーファンドの基準価額が上昇したことです。

当期のマザーファンドの基準価額は、主に組入れ株式の価格変動（組入株式の株価上昇）におけるプラス要

因が、その他のマイナス要因を上回ったことにより値上がりしました。主なプラス要因は、国内外での堅調

な企業業績や景気動向がプラス材料となり、株価が上昇したことです。

＜ベンチマークとの差異について＞

■当期中の騰落率は、基準価額の＋5.6％に対してベンチマークは＋6.2％となり、基準価額の騰落率はベンチ

マークの騰落率を0.6％下回りました。基準価額の騰落率がベンチマークの騰落率を下回った主な要因は、

当ファンドで信託報酬等を負担したことなどです。

■業種別構成比（ＧＩＣＳ業種区分）

一般消費財・サービス 31.1％

電気通信サービス 14.3％

資本財・サービス 13.2％

金融 11.5％

情報技術 7.7％

素材 7.5％

ヘルスケア 5.5％

生活必需品 5.0％

不動産 3.1％

エネルギー －

公益事業 －

■株式配当利回り

ファンド 3.2％

ＭＳＣＩジャパン高配当利回り指数 3.1％

ＭＳＣＩジャパン指数 2.0％

※マザーファンドの保有銘柄および各指数構成銘柄の前年度の配当

実績、2018年2月の株価および保有比率より算出。
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MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファンド（年2回決算型）

分配原資の内訳

（1万口当たり・税引前）

項　目
第4期

2017年9月6日～2018年3月5日

当期分配金 －円

（対基準価額比率） (　 －％)

当期の収益 －円

当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 3,410円

（注1）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経

費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額

です。また、「当期の収益以外」は、「収益調整金」およ

び「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注2）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額

（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。

（注3）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数点以下切捨て

で算出しているため、合計が「当期分配金」と一致しない

場合があります。

今後の運用方針
＜投資環境の見通し＞

■2018年2月の相場下落は堅調な米雇用統計の発表を受けて始まっており、「良好な経済データ＝利上げの加

速」を懸念したものでした。今後も同様の懸念により株式市場の値動きが激しい展開となる可能性があるこ

とには注意が必要です。一方、世界経済は堅調に回復しており、日本企業の業績もおおむね堅調に推移して

いるため、引き続き日本株式の中長期的な投資妙味は高いと考えられます。

＜今後の運用方針＞

■マザーファンドを通じて、主としてMSCIジャパン高配当利回り指数構成銘柄に投資を行い、当該指数に連

動する投資成果を目指します。

分配金について
■当期は、市況動向等を勘案し、分配を行いませんでした。なお、分配にあてなかった利益につきましては、

運用の基本方針に基づいて運用いたします。
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MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファンド（年2回決算型）

＊１万口当たりの費用明細＊

項　目

当期
2017/9/6～2018/3/5 項目の概要
金額 比率

信託報酬 61円 0.434％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

※期中の平均基準価額（月末値の平均）は14,132円です。

（投信会社） (34) (0.241) 委託した資金の運用の対価

（販売会社） (24) (0.171) 運用報告書等各種書類の交付、口座内でのファンドに係る管理、購入後の

情報提供等の対価

（受託会社） ( 3) (0.021) 運用財産の管理、運用指図実行等の対価

売買委託手数料 5 0.038 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

（株式） ( 5) (0.038) 株式などを取引所で売買する際に売買仲介人に支払う手数料

その他費用 5 0.037 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監査費用） ( 2) (0.011) 監査法人等に支払うファンド監査に係る費用

（印刷費用等） ( 4) (0.026) 法定開示書類作成の際に業者に支払う作成・印刷・交付等に係る費用（EDINET含む）等

（その他） ( 0) (0.001) 受益権の管理事務に関連する費用等

合　計 71 0.509

（注1）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファ

ンドに対応するものを含みます。

（注2）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注3）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第3位未満は四捨五入してあります。

＊親投資信託受益証券の設定、解約状況＊（自　2017年9月6日　至　2018年3月5日）

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド 202,554 288,953 154,083 212,258

（注）単位未満は切り捨て。

＊親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合＊

項 目
当 期

UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 1,760,067千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 1,489,832千円

(c) 売 買 高 比 率 (a)／(b) 1.18

（注1）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

（注2）当ファンドの計算期間における親投資信託の金額および比率を記載しております。
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6－　　－

MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファンド（年2回決算型）

＊利害関係人等との取引状況等＊（自　2017年9月6日　至　2018年3月5日）
　期中の利害関係人等との取引はありません。
（注）利害関係人等とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人等です。

＊組入資産の明細＊

　親投資信託残高� （2018年3月5日現在）

項 目
期 首 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円

UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド 394,559 443,029 603,938

（注）口数・評価額の単位未満は切り捨て。

＊投資信託財産の構成＊� （2018年3月5日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド 603,938 99.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 2,166 0.4

投 資 信 託 財 産 総 額 606,104 100.0

（注）評価額の単位未満は切り捨て。
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MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファンド（年2回決算型）

＊資産、負債、元本及び基準価額の状況＊
(2018年3月5日現在)

項 目 当 期 末

(A) 資 産 606,104,595円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 2,166,575

U B S  M S C I ジャパン高配当利回り
インデックス・マザーファンド(評価額)

603,938,020

(B) 負 債 2,166,580

未 払 信 託 報 酬 1,995,835

未 払 利 息 5

そ の 他 未 払 費 用 170,740

(C) 純 資 産 総 額(A-B) 603,938,015

元 本 450,337,400

次 期 繰 越 損 益 金 153,600,615

(D) 受 益 権 総 口 数 450,337,400口

１万口当たり基準価額(C/D) 13,411円

［元本増減］

期首元本額� 399,184,716円

期中追加設定元本額� 208,007,032円

期中一部解約元本額� 156,854,348円

１口当たり純資産額� 1.3411円

＊損益の状況＊
(自2017年9月6日　至2018年3月5日)

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 △　　　　410円
支 払 利 息 △　　　　410

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 6,532,708

売 買 益 18,688,340

売 買 損 △ 12,155,632

(C) 信 託 報 酬 等 △　2,166,575

(D) 当 期 損 益 金(A+B+C) 4,365,723

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 9,149,136

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 140,085,756

(配 当 等 相 当 額) (　 62,620,293)

(売 買 損 益 相 当 額) (　 77,465,463)

(G) 　 計 　(D+E+F) 153,600,615

(H) 収 益 分 配 金 0

次 期 繰 越 損 益 金(G+H) 153,600,615

追 加 信 託 差 損 益 金 140,085,756

(配 当 等 相 当 額) (　 62,980,842)

(売 買 損 益 相 当 額) (　 77,104,914)

分 配 準 備 積 立 金 14,523,288
繰 越 損 益 金 △　1,008,429

（注1）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。

（注2）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。

（注3）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた

差額分をいいます。

（注4）計算期間末における費用控除後の配当等収益（4,688,906

円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に

規定する収益調整金（139,077,327円）および分配準備積立

金（9,834,382円）より分配対象収益は153,600,615円

（10,000口当たり3,410円）ですが、分配を行っておりません。
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UBSアセット・マネジメント株式会社
東京都千代田区大手町１-５-１

大手町ファーストスクエア　イーストタワー

<お問い合わせ先>

投信営業部

03-5293-3700

<受付時間>

営業日の午前９時～午後５時、土、日、祝日除く

http://www.ubs.com/japanfunds

UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

第２期（2018年3月5日決算）

（計算期間：2017年3月7日～2018年3月5日）

《運　用　報　告　書》

受益者のみなさまへ

　「UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド」は、<MSCIジャパン高配当

利回りインデックス・ファンド（年2回決算型）>が投資対象とする親投資信託で、信託財産の実質

的な運用を行っております。

　ここにマザーファンドの第２期の運用状況をご報告申し上げます。

＊当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針

この投資信託は、「MSCIジャパン高配当利回り指数」※に連動する投資成果を目指して運用

を行います。

※UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンドに関して、MSCIはスポン

サーではなく、またその保証ないし販売促進もしておらず、さらに、それらファンドの責

任を負うものではありません。

主要運用対象 わが国の金融商品取引所に上場している株式を主要投資対象とします。

組 入 制 限

①株式への投資割合には、制限を設けません。

②投資信託証券（上場投資信託を除きます。）への投資割合は、信託財産の純資産総額の

5％以内とします。

③外貨建資産への投資は行いません。

④デリバティブ取引の利用はヘッジ目的に限定します。
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9－　　－

UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

 <UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド>

＊設定以来の運用実績＊

決 算 期 基準価額
ベ ン チ マ ー ク
ＭＳＣＩジャパン
高配当利回り指数

株式組入
比 率

株式先物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
2016年6月14日 10,000 － 10,000 － － － 200

１期（2017年3月6日） 12,539 25.4 12,579 25.8 99.4 － 698

２期（2018年3月5日） 13,632 8.7 13,721 9.1 98.9 － 1,986

（注1）基準価額は1万口当たり。

（注2）設定日の基準価額は、設定時の価額です。

（注3）設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。

（注4）株式先物比率は買建比率－売建比率。

（注5）ＭＳＣＩジャパン高配当利回り指数は設定日を10,000として指数化。

＊当期中の基準価額等の推移＊

年 月 日
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク

ＭＳＣＩジャパン
高配当利回り指数

株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率騰 落 率 騰 落 率

(期　　　首) 円 ％ ％ ％ ％
2017年 3月6日 12,539 － 12,579 － 99.4 －

3月末 12,345 △ 1.5 12,387 △ 1.5 98.1 －

4月末 12,532 △ 0.1 12,585 0.0 98.2 －

5月末 12,691 1.2 12,752 1.4 98.3 －

6月末 12,990 3.6 13,074 3.9 99.2 －

7月末 13,103 4.5 13,179 4.8 98.7 －

8月末 13,041 4.0 13,124 4.3 99.1 －

9月末 13,627 8.7 13,708 9.0 98.2 －

10月末 14,319 14.2 14,414 14.6 98.2 －

11月末 14,467 15.4 14,526 15.5 98.6 －

12月末 14,674 17.0 14,742 17.2 99.2 －

2018年 1月末 14,806 18.1 14,874 18.2 98.9 －

2月末 14,123 12.6 14,221 13.1 99.5 －

(期　　　末)
2018年 3月5日 13,632 8.7 13,721 9.1 98.9 －

（注1）基準価額は1万口当たり。

（注2）騰落率は期首比です。

（注3）株式先物比率は買建比率－売建比率。

（注4）ＭＳＣＩジャパン高配当利回り指数は設定日を10,000として指数化。
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UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

＊当期の運用状況＊

※ベンチマークは、期首の値を基準価額と同一となるように指数化しています。

■基準価額は期首比で1,093円値上がりしました。なお、基準価額の騰落率は＋8.7％となりました。

投資環境について
■当期の日本株式市場は上昇しました。期初より、米トランプ政権の政策実施への懸念の高まり、中東情勢や

北朝鮮情勢の緊迫化、それに伴う円高進行を背景に、日本株式は4月半ばまで軟調な展開となりました。た

だしその後は、仏マクロン大統領の当選をきっかけに世界的なリスク回避姿勢が後退し、急速に値を戻しま

した。期の後半は、国内外での堅調な企業業績や景気動向、衆議院選挙を受けた政治の安定などがプラス材

料となり、米国株式の史上最高値更新の動きに沿う形で、日本株式市場も年初来の高値を更新しました。期

の終盤、欧米長期金利の上昇をきっかけに各国で株価が急落したことに加え、円高の進行もマイナス材料と

なり、日本株式は期初からの上げ幅を縮小しました。

運用経過
＜ポートフォリオについて＞

■MSCIジャパン高配当利回り指数に連動する投資成果を目標に運用を行いました。当該指数との連動性や運

用の効率性等を高めるため、独自のシステムを活用して、各組入銘柄の比率の調整およびリスク管理を行い

ました。なお、期中の株式組入比率は可能な限り高位を維持しました。その結果、期末時点でのポートフォ

リオの状況は以下の通りです。

(円)

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

2017/3/6 7/5 11/69/5 2018/1/5 3/5
(年/月/日)

5/8

ベンチマーク

基準価額

＜当期の基準価額等の推移＞
（2017年3月6日から2018年3月5日まで）
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UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

■組入上位10銘柄（銘柄数合計：34銘柄）

銘柄名 業　種 構成比

1 第一三共 ヘルスケア 5.5％

2 伊藤忠商事 資本財・サービス 5.4％

3 日産自動車 一般消費財・サービス 5.4％

4 小松製作所 資本財・サービス 5.2％

5 トヨタ自動車 一般消費財・サービス 5.2％

6 ＳＵＢＡＲＵ 一般消費財・サービス 5.2％

7 本田技研工業 一般消費財・サービス 5.2％

8 ＮＴＴドコモ 電気通信サービス 5.1％

9 キヤノン 情報技術 4.8％

10 ブリヂストン 一般消費財・サービス 4.7％

＜基準価額の主な変動要因＞

■基準価額は、主に組入れ株式の価格変動（組入株式の株価上昇）におけるプラス要因が、その他のマイナス

要因を上回ったことにより値上がりしました。主なプラス要因は、国内外での堅調な企業業績や景気動向が

プラス材料となり、株価が上昇したことです。

＜ベンチマークとの差異について＞

■当期中の騰落率は、基準価額の＋8.7％に対してベンチマークは＋9.1％となり、基準価額の騰落率はベンチ

マークの騰落率を0.4％下回りました。基準価額の騰落率がベンチマークの騰落率を下回った主な要因は、

ファンドの一部解約に備えて一部キャッシュを保有したことや、株式の売買委託手数料を負担したことなど

です。

■業種別構成比（ＧＩＣＳ業種区分）

一般消費財・サービス 31.1％

電気通信サービス 14.3％

資本財・サービス 13.2％

金融 11.5％

情報技術 7.7％

素材 7.5％

ヘルスケア 5.5％

生活必需品 5.0％

不動産 3.1％

エネルギー －

公益事業 －

■株式配当利回り

ファンド 3.2％

ＭＳＣＩジャパン高配当利回り指数 3.1％

ＭＳＣＩジャパン指数 2.0％

※マザーファンドの保有銘柄および各指数構成銘柄の前年度の配当

実績、2018年2月の株価および保有比率より算出。
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UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

今後の運用方針
＜投資環境の見通し＞

■2018年2月の相場下落は堅調な米雇用統計の発表を受けて始まっており、「良好な経済データ＝利上げの加

速」を懸念したものでした。今後も同様の懸念により株式市場の値動きが激しい展開となる可能性があるこ

とには注意が必要です。一方、世界経済は堅調に回復しており、日本企業の業績もおおむね堅調に推移して

いるため、引き続き日本株式の中長期的な投資妙味は高いと考えられます。

＜今後の運用方針＞

■主としてMSCIジャパン高配当利回り指数構成銘柄に投資を行い、当該指数に連動する投資成果を目指します。
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UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

＊１万口当たりの費用明細＊

項　目

当期
2017/3/7～2018/3/5 項目の概要
金額 比率

売買委託手数料 11円 0.080％ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

（株式） (11) (0.080) 株式などを取引所で売買する際に売買仲介人に支払う手数料

合　計 11 0.080

※期中の平均基準価額は13,559円です。

（注1）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。

（注2）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注3）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第3位未満は四捨五入してあります。

＊期中の売買及び取引の状況＊（自　2017年3月7日　至　2018年3月5日）

　株　式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

国内 千株 千円 千株 千円

上 場 819 2,034,183 248 751,796
(△ 45) (　　　 －)

（注1）金額は受け渡し代金。

（注2）単位未満は切り捨て。

（注3）（　）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

＊株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合＊

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 2,785,980千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 1,165,767千円

(c) 売 買 高 比 率 (a)／(b) 2.38

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

CS5_18398339_08_os7UBS_MSCIジャパン高配当利回りIF（年2回）_MF（1万口）.indd   13 2018/04/16   11:29:50



14－　　－

UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

＊主要な売買銘柄＊（自　2017年3月7日　至　2018年3月5日）

　株　式

買 付 売 付

銘 柄 株 数 金 額 平均単価 銘 柄 株 数 金 額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホール 31.2 118,310 3,792 デンソー 15.3 91,890 6,005

ＳＵＢＡＲＵ 28 104,427 3,729 東京エレクトロン 3.3 51,670 15,657

トヨタ自動車 14.6 99,265 6,799 小松製作所 12 38,646 3,220

小松製作所 28 98,191 3,506 キヤノン 8.6 33,861 3,937

本田技研工業 27.6 97,452 3,530 伊藤忠商事 17.5 31,373 1,792

伊藤忠商事 50.2 95,931 1,910 本田技研工業 9.3 31,064 3,340

日産自動車 85.5 95,311 1,114 日本電信電話 5.7 30,079 5,277

三菱ケミカルホールディングス 78.6 93,253 1,186 トヨタ自動車 4.6 29,944 6,509

キヤノン 22.7 92,469 4,073 クラレ 13.2 28,262 2,141

日本たばこ産業 24.8 91,573 3,692 ブリヂストン 5.2 25,720 4,946

（注）金額は受け渡し代金。

＊利害関係人等との取引状況等＊（自　2017年3月7日　至　2018年3月5日）
　期中の利害関係人等との取引はありません。
（注）利害関係人等とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人等です。
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UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

＊組入資産明細表＊（2018年3月5日現在）

　国内株式

　上場株式

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円

建設業（6.0％）

大東建託 1.2 3.5 62,037

積水ハウス 11.3 30.8 56,148

食料品（4.2％）

日本たばこ産業 8.6 27.1 82,248

繊維製品（1.1％）

帝人 － 11 22,319

化学（6.1％）

クラレ 6.4 － －

ＪＳＲ 3.3 9.4 22,879

三菱ケミカルホールディングス － 77.9 80,081

ダイセル － 14.6 17,344

医薬品（5.6％）

田辺三菱製薬 4 － －

第一三共 11 30 109,320

ゴム製品（6.6％）

横浜ゴム 2.2 6.8 16,911

ブリヂストン 7.5 20.3 93,907

住友ゴム工業 3.4 9 17,748

鉄鋼（0.3％）

丸一鋼管 － 2.1 6,730

機械（6.5％）

アマダホールディングス 6.2 17.2 23,151

小松製作所 12.6 28.6 103,732

住友重機械工業 9 － －

電気機器（6.1％）

コニカミノルタ 8.8 27.6 25,585

キヤノン 10.2 24.3 94,697

東京エレクトロン 2.8 － －

輸送用機器（21.2％）

デンソー 6.8 － －

日産自動車 32 96.9 107,268

トヨタ自動車 5.2 15.2 103,572

アイシン精機 3.6 － －

本田技研工業 10.2 28.5 102,828

ＳＵＢＡＲＵ 7.1 28.7 103,492

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
空運業（1.4％）

日本航空 2.3 6.4 26,918

情報・通信業（16.2％）

トレンドマイクロ 1.8 5.7 33,345

日本電信電話 7.7 18.4 91,668

ＫＤＤＩ 11.4 34.6 91,101

ＮＴＴドコモ 13.1 36.9 101,179

卸売業（5.5％）

伊藤忠商事 21.8 54.5 107,583

小売業（0.8％）

ローソン 1.1 2.4 16,392

銀行業（1.8％）

あおぞら銀行 24 6.3 27,121

セブン銀行 － 25.6 8,960

保険業（7.3％）

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホール － 25.3 82,376

ソニーフィナンシャルホールディングス 2.8 8.2 15,580

Ｔ＆Ｄホールディングス 10.4 26.8 45,345

その他金融業（2.5％）

日本取引所グループ － 26.7 48,994

不動産業（0.8％）

飯田グループホールディングス － 8 15,560

合 計
株 数 ・ 金 額 269 795 1,964,131

銘柄数<比率> 32 34 <98.9％>

（注1）銘柄欄の（　）内は、国内株式の評価総額に対する各業種

の比率。

（注2）評価額欄の<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率。

（注3）評価額の単位未満は切り捨て。

（注4）－印は組み入れなし。
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UBS MSCIジャパン高配当利回りインデックス・マザーファンド

＊投資信託財産の構成＊� （2018年3月5日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 1,964,131 98.3

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 34,629 1.7

投 資 信 託 財 産 総 額 1,998,760 100.0

（注）金額の単位未満は切り捨て。

＊資産、負債、元本及び基準価額の状況＊
(2018年3月5日現在)

項 目 当 期 末

(A) 資 産 1,998,760,011円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 27,241,861

株 式(評価額) 1,964,131,100

未 収 配 当 金 7,387,050

(B) 負 債 12,195,404

未 払 金 12,195,334

未 払 利 息 70

(C) 純 資 産 総 額(A-B) 1,986,564,607

元 本 1,457,319,290

次 期 繰 越 損 益 金 529,245,317

(D) 受 益 権 総 口 数 1,457,319,290口

１万口当たり基準価額(C/D) 13,632円

［元本増減］

期首元本額� 556,999,834円

期中追加設定元本額� 1,330,839,208円

期中一部解約元本額� 430,519,752円

１口当たり純資産額� 1.3632円

［当マザーファンドの当期末における元本の内訳］

MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファンド（毎月決算型）

1,014,289,639円

MSCIジャパン高配当利回りインデックス・ファンド（年2回決算型）

443,029,651円

＊損益の状況＊
(自2017年3月7日　至2018年3月5日)

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 31,540,985円

受 取 配 当 金 31,547,000

そ の 他 収 益 金 22,006

支 払 利 息 △　　 28,021

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 12,368,486

売 買 益 97,536,080

売 買 損 △109,904,566

(C) 当 期 損 益 金(A+B) 19,172,499

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 141,449,437

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 515,049,477

(F) 解 約 差 損 益 金 △146,426,096

(G) 　 計 　(C+D+E+F) 529,245,317

次 期 繰 越 損 益 金(G) 529,245,317

（注1）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。

（注2）損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた

差額分をいいます。

（注3）損益の状況の中で(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の

際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。
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